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無
人
草
刈
り
機 

講
習
会
実
施 

  

６
月
１
日(

日)

午
後
２
時
か
ら
真
人
町 

中
山
地
内
の
中
山
溜
池
に
お
い
て
、
真
人 

里
地
広
域
協
定
主
催
で
無
人
草
刈
り
機
の 

講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

草
刈
り
機
は
ラ
ジ
コ
ン
操
縦
で
溜
池
法 

面
を
使
っ
た
除
草
の
講
習
が
行
わ
れ
、
傾 

斜
の
緩
い
法
面
や
農
道
路
肩
で
は
そ
の
効 

果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

ほ
場
の
田
面
間
の
法
面
に
つ
い
て
場
所 

を
替
え
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
勾
配
の
あ
る 

所
で
は
厳
し
い
状
況
で
も
あ
り
、
今
後
の 

利
用
に
つ
い
て
は
、
検
討
課
題
も
見
え
た 

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
面
は
リ
ー
ス
で 

の
必
要
期
間
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。 

           

        

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

新
た
な
車
庫
新
設
】 

  

小
千
谷
市
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の 

配
車
を
受
け
、
暫
定
的
に
真
人
ふ
れ
あ
い 

交
流
館
の
バ
ス
停
付
近
を
駐
車
場
所
と
し 

て
利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
駐
車 

場
の
一
角
に
車
庫
を
新
設
し
ま
し
た
。 

今
ま
で
苦
労
し
た
コ
ミ
バ
ス
の
駐
車
操
作 

も
苦
労
す
る
こ
と
な
く
駐
車
が
で
き
る
こ 

と
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
管
理
し
な
が
ら
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
に 

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

                 

再
掲
載 

真
人
里
地
地
内 

巡
回
バ
ス
試
行
運
転 

 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
た
真
人 

里
地
地
内
の
交
通
空
白
地
域
へ
の
巡
回
バ 

ス
の
運
行
を
試
行
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

運
行
日
は
隔
週
と
し
下
記
日
程
で
行
な 

っ
て
い
ま
す
。
第
１
回
目(

６
月
２０
日)

の 

乗
車
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

今
後
の
運
行
日 

               

７
月
４ 

日(

金) 

 

７
月
１８
日(

金) 

 

８
月
１
日( 

金) 

料
金 一

回 

二
百
円
以
上
の
寄
付 

運
行
時
間
・
経
路 

 

下
記
を
参
照
く
だ
さ
い 

往
路 

 

①
交
流
館
で
８
時
３９
分
発 

 
 

の
バ
ス
に
接
続 

 
 

(

栗
山
・
万
年
町
内
対
象) 

 

②
藤
巻
医
院
・
交
流
館
停
車 

 

復
路 

 

①
交
流
館
・
藤
巻
医
院
発 

 
②
自
宅
付
近
で
降
車 

※
源
藤
山(

予
約
対
応
し
ま
す) 

 

※
試
行
期
間
は
乗
車
の
有
無
に 

か
か
わ
ら
ず
定
期
運
行
を
行
い 

ま
す
。 

 

 

そ
の
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し 

て
は
予
約
制
で
の
運
行
を
原
則 

に
検
討
し
ま
す
。
住
民
の
皆
様 

か
ら
の
ご
提
案
、
ご
意
見
が
あ 

り
ま
し
た
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交 

流
館
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

℡ 

86-3
0

0
2

 

  

        

                                     

   

福
祉
会 

買 

物 

バ
ス
運
行 

７
月
１８
日(

金) 
 

 集
合
時
間 

9
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

買 

物 

先 
 

マ
ル
イ
東
小
千
谷
店 

 
 

 
 

 
(

買
い
物
時
間  

約
40
分) 

 

申 

込 

み     

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

                    

℡ 

86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
連
絡
先 

 
 

 

(

電
話
番
号)

、
送
迎
の 

有
無 

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付 

４
百
円
程
度 

以
上
で
お
願 

 

い
し
ま
す
。 

対 

象 

者 
  

真
人
里
地
地
区
住
民
を
優
先 

申
込
人
数 

 

９
名 

  

申
込
期
限 

令
和
７
年
７
月
７
日(

月) 

※
前
回
の
利
用
者
は
２
名
で
し
た
。
皆 

様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

問
合
せ
先    

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 (

福
祉
会)

渡
邊
・
丸
山 

 
 

 
 

 
 

℡ 

86-

3

0

0

2 
 

温
泉
送
迎
バ
ス 

７
月
２５
日(

金)

実
施 

川
口
温
泉
試
験
運
行 

 

 

５
月
、
６
月
と
温
泉
送
迎
バ
ス
を
休
止 

し
ま
し
た
が
、
７
月
に
つ
い
て
は
運
行
の 

試
行
を
再
開
し
て
み
ま
す
。 

 

田
植
え
作
業
で
疲
れ
た
体
に
癒
し
を
与 

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
様 

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

集
合
時
間 

9
時
40
分(

出
発) 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

  

行
き
先 

 

川
口
温
泉 

真人の風 
第 ７５号 (不定期) 

（令和 ７年 ６月２５日） 

(全 戸 配 布) 
 

地域づくり７５号 
 

発 行： 真人地区町内会長協議会 

会長：瀧 澤 功 編集：渡 邊 良 平 

真人ふれあい交流館 ℡ 86-3002 

 

9:45 9:48 9:51 予約 9:53 9:55

10:15 10:09 10:04 10:02 9:58 9:55

源藤山入
口経由

交流館
駐車場

交流館着

交流館発
藤巻医院
発

中山集会
所手前発

(源藤山)

交流館
発

万年集会
所

上沢澤田
屋発

上沢集会
所発

栗山回転
場発

真人住民アンケート(集約版) 

 

 

8:15 8:21 8:26 8:28 8:32 8:35

8:45 ８;42 8:39 予約 8:37 8:35

片道４分
往復８分

　　　小千谷

　　　8:39発

交流館
発

源藤山入
口経由

(源藤山)
中山集会
所手前発

交流館着
藤巻医院
発

交流館
駐車場

交流館発
栗山回転
場発

上沢集会
所発

上沢澤田
屋発

万年集会
所

復 路 

路 

越後交通バス時刻表 干三バス停 

干　三　発 小千谷総合病院着
7;14 7:41

△　8:19 8:46
☆　8:39 9:06

☆　10:39 11:06

13:14 13:41

15:09 15:36

16:54 17:21
△　土日のみ運行  ☆　土日運休

小千谷総合病院発 干　三　着　
7:10 7;38
8:50 9:18

☆　12:10 12:38
15:00 15:28
16:50 17:18
18:40 19:08

 ☆　土日運休

裏
面
に
続
く 

往 路 
(通過) 

(通過) 
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帰
り
の
温
泉
発
時
刻 

１５
時
発 

  
申
込
み
期
限 

７
月
１８
日(

金) 

 

申 
込 
先 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 

 

℡
86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
電
話
番

号
、
乗
車
場
所
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付(

五
百
円
以

上
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。) 

対 

象 

者 

真
人
里
地
・
芋
時
住
民
を
対
象 

申
込
人
数 

９
名(

先
着
順) 

但
し
申
込
が 

５
名
未
満
の
場
合
は
実
施
を
中
止
し
ま 

す
。
そ
の
際
は
関
係
者
に
連
絡
し
ま
す
。 

※ 

送
迎
費
用
の
ほ
か
は
各
人
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
。 

問
合
せ
先    

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 (

福
祉
会)

渡
邊
・
丸
山 

 
 

 
 

 
 

℡ 

86-

3

0

0

2 
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

募
集
状
況(

真
人
里
地) 

  

小
千
谷
市
で
は
、
地
域
外
の
人
材
を
活 

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
施
策
を 

推
進
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
へ
の 

定
住
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、「
地
域
お 

こ
し
」
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
真
人
町
里
地
地
域
の
地
域
づ
く 

り
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
を
開 

始
し
、
申
込
期
限
を
５
月
末
と
し
て
い
ま 

し
た
。
こ
の
募
集
期
間
に
１
名(

新
潟
市) 

の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
小
千
谷
市
に
ぎ 

わ
い
交
流
課
と
真
人
町
里
地
振
興
協
議
会 

及
び
関
係
者
で
受
け
入
れ
に
つ
い
て
６
月 

１０
日
に
協
議
を
行
い
、
７
月
７
日(

月)

に 

募
集
者
と
地
域
関
係
者
の
面
談
と
に
ぎ
わ 

い
交
流
課
の
面
談
が
そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

 

面
談
等
の
結
果
で
受
け
入
れ
が
決
ま
り 

ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご
報
告
を
し
ま
す
。 

 

 

道
路
・
河
川
要
望
提
出 

 
 

 

令
和
7
年
度
の 

市
及
び
県
へ
の
道 

路
・
河
川
要
望
に
つ
い
て
、
５
月
２８
日 

(

水)

に
小
千
谷
市
建
設
課
並
び
に
長
岡
地 

域
整
備
部
小
千
谷
維
持
管
理
事
務
所
に
、 

田
中
市
議
、
瀧
澤
町
内
会
長
協
議
会
長
、 

他
各
地
区
の
代
表
に
よ
り
道
路
・
河
川
の 

要
望
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
現
地
確
認 

が
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

各
町
内
会
長
様
に
は
、
現
地
で
の
要
望 

対
応
に
つ
き
ま
し
て
事
前
に
ご
準
備
を
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

               

現
地
踏
査
の
日
程 

小
千
谷
維
持
管
理
事
務
所
関
係(

県
要
望) 

７
月
１
日(

火) 

午
前
９
時
～
午
前
中 

・
河
川
と
県
道
の
２
班
で
確
認
し
ま
す
。 

小
千
谷
市
建
設
課(

市
要
望) 

７
月
２
日(

水) 

午
後
１
時
３０
分
～ 

何
れ
も
ス
タ
ー
ト
の
集
合
場
所
は
芋
時 

集
会
所
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
概
ね 

の
行
程
に
つ
い
て
は
各
町
内
会
長
さ
ん
へ 

文
書
で
連
絡
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

旧
真
人
保
育
園 

地
域
で
利
活
用
可 

 

 

先
月
の
会
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
、
暫
定 

的
に
利
用
を
し
て
い
る
旧
真
人
保
育
園
の 

利
用
が
正
式
に
廃
園
施
設
の
運
用
管
理
規 

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
施
設
の
跡
地
利
用 

が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
旧
施
設
の
跡
地 

利
用
に
支
障
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲 

及
び
期
間
内
に
お
い
て
、
地
元
団
体
等
が 

使
用
で
き
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ 

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
既
存
の
旧
真
人
小
学
校
の
体 

育
館
の
開
放
と
同
様
な
利
用
が
で
き
る
こ 

と
と
な
り
、
使
用
料
、
光
熱
水
費
に
つ
い 

て
は
無
料
で
利
用
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し 

施
設
内
の
エ
ア
コ
ン
利
用
に
つ
い
て
頻
繁 

に
利
用
が
考
え
ら
れ
る
時
に
は
事
前
に
協 

議
を
お
願
い
し
ま
す
。(

予
算
上
の
都
合
に 

よ
る
。) 

施
設
の
利
用
申
し
込
み
や
鍵
の
管
理
に
つ 

い
て
は
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
が
管
理
す 

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

※
施
設
は
普
通
財
産
と
し
て
総
務
課
管
理 

で
あ
り
、
遊
休
財
産
の
有
効
活
用
に
よ
ら 

な
い
便
宜
共
用
に
よ
る
管
理
は
、
教
育
・ 

保
育
課
が
所
管
し
、
施
設
・
設
備
の
保
全 

管
理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
岩
沢
保
育 

園
が
行
い
ま
す
。 

           

 

お
知
ら
せ 

 
 
 

本
村
町
内
会
長
交
代 

  

本
村
町
内
会
長
は
令
和
７
年
度
末
ま
で

都
合
に
よ
り
大
窪
栄
保
氏
が
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

 

真
人
町
里
地
福
祉
会
総
会 

会
長
交
代
す
る 

  

５
月
２３
日(

金)

午
後
７
時
よ
り
真
人
ふ 

れ
あ
い
交
流
館
で
真
人
町
里
地
福
祉
会
の 

総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の
事
業 

報
告
、
決
算
報
告
と
令
和
７
年
度
の
事
業 

計
画
及
び
予
算
が
審
議
さ
れ
承
認
を
さ
れ 

ま
し
た
。 

総
会
の
役
員
選
任
で
は
、
瀧
澤
功
福
祉 

会
会
長
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
渡
邉
雅
明 

氏(

石
名
坂)

が
就
任
を
し
ま
し
た
。
超
少 

子
高
齢
化
で
多
老
化
の
時
代
に
福
祉
会
の 

責
務
も
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
渡 

邉
新
会
長
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

               

来
月
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
会
議
等 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

①
小
千
谷
市
中
山
間
地
域
懇
談
会 

 

７
月
１２
日(

日) 

岩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー 

  

真
人
里
地
・
岩
沢
・
東
山
地
区
の
市 

議
、
地
域
関
係
者
で
市
長
、
に
ぎ
わ
い
交 

流
課
職
員
と
意
見
交
換
会
と
懇
談
会
を
開 

催
し
ま
す
。 

 

②
南
小
中
学
校
区
町
内
会
長
親
睦
会 

 

８
月
２
日(

土) 

竹
屋 

  

市
長
を
来
賓
に
地
域
事
情
に
つ
い
て
校 

区
内
の
市
会
議
員
、
町
内
会
長
一
同
で
懇 

談
を
深
め
る
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま 

す
。 

 

③
南
部
地
域
教
育
懇
談
会 

 

南
小
中
学
校
、
総
合
支
援
学
校
の
教
育 

関
係
者
と
校
区
内
の
教
育
関
係
者
、
市
会 

議
員
、
真
人
、
岩
沢
、
川
井
、
塩
殿
地
域 

の
代
表
者
等
で
意
見
交
換
と
懇
談
会
を
開 

催
し
ま
す
。 

                 

遊戯室 

給食室 

昨年の南部地域教育懇談会 
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真
人
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク   

 

６
月
１
日(

日)

開
催 

  

公
民
館
真
人
分
館
主
催
で
第
4
回
真
人 

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
が
６
月
１
日(

日)

に 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま 

せ
ん
で
し
た
が
小
雨
の
中
A
コ
ー
ス
の
北 

ノ
沢
た
め
池
を
回
る
コ
ー
ス
に
は
37
名
が 

参
加
し
ま
し
た
。
B
コ
ー
ス
の
赤
坂
山
往 

復
コ
ー
ス
で
は
、
山
菜
採
り
を
行
い
た
い 

と
の
提
案
を
取
り
入
れ
、
親
子
連
れ
な
ど 

23
名
が
参
加
し
、
羽
鳥
正
一
さ
ん
の
レ
ク 

チ
ャ
ー
を
受
け
て
ワ
ラ
ビ
な
ど
を
収
穫
し 

ま
し
た
。  

 

 

参
加
者
も
無
事
に
ゴ
ー
ル
を
し
た
後
は 

無
料
の
美
味

し
い
豚
汁
に

舌
鼓
を
し
て

食
べ
て
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
当
日 

販
売
用
に
並 

べ
ら
れ
た
惣 

菜
も
概
ね
ご 

利
用
い
た
だ 

き
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

                                          

 

B
コ
ー
ス
で
は
ゴ
ー
ル
後
に
旧
真
人
保 

育
園
に
て
、
山
菜
の
あ
く
抜
き
な
ど
の
指 

導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
事
前
に
用
意
さ 

れ
た
山
菜
料
理
に
も
舌
鼓
を
し
て
い
ま
し 

た
。 

                                           

ま
た
、
親
子
連
れ
で
の
参
加
者
は
最
後 

の
締
め
に
玄
関
先
で
木
っ
端
の
木
材
を
利 

用
し
て
各
々
の
創
作
活
動
で
午
後
の
３
時 

頃
ま
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ウ
オ
ー
ク
に
参
加
の
皆
様
並
び
に
夫
々 

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆 

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
お 

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

※ 

写
真
提
供 

公
民
館
真
人
分
館
及
び
丸 

山
事
務
員
様 

今
年
も
花
の
植
栽 

 

今
年
も
各
地
区
で
花
の
植
栽
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。
近
く
に
お
寄
り
の
際
は
ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

 

【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
戦
】 

 

５
月
２５
日(

日)

早
朝
に
公
民
館
真
人
分 

館
主
催
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
戦
が 

行
わ
れ
、
旧
真
人
保
育
園
脇
の
歩
道
の
路 

肩
に
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

                             

【
め
ご
い
広
場
】 

            

今
年
は
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の 

取
安
橋
改
修
事
業
が
着
手
と
な
っ
た
こ
と 

か
ら
上
沢
花
壇
は
休
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
デ
イ
ホ
ー
ム
ま
っ
と
】 

 

市
ノ
沢
花
壇 

 
 

 
 

デ
イ
ホ
ー
ム 

ま
っ
と
で
も
恒 

例
の
花
植
え
を 

５
月
２６

日(

月) 

に
市
ノ
沢
地
内 

で
北
部
地
区
の 

入
り
口
と
な
る 

県
道
脇
に
植
栽 

を

行

い

ま

し 

た
。 

  

み
な
み
花
壇 

 

地
域
福
祉
セ 

ン
タ
ー
み
な
み 

前
の
国
道
１
１ 

７
号
沿
い
に
５ 

月
29

日(

木)

花 

植
え
を
行
い
道 

行
く
人
の
目
に 

癒
し
を
与
え
て 

い
ま
す
。 

 

真人の風 
（令和 7年６月２５日） 
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南
小
・
中
学
校
合
同
講
演
会 

講
師 

横
澤
富
士
子 

な
り
た
い
自
分
に 

な
る
た
め
に 

～
今
日
か
ら
自
分
が
で
き
る
こ
と
～ 

  

６
月
５
日(

木)

に
南
小
中
学
校
体
育
館 

で
横
澤
富
士
子
氏(

吉
本
芸
人
横
澤
夏
子
の 

母
親)

を
講
師
に
講
演
会
が
開
催
さ
れ
聴
講 

し
ま
し
た
。 

 

南
小
中
学
校
区
関
係
者
だ
け
で
な
く
、 

市
内
の
他
学
校
の
方
々
も
多
数
参
集
し
て 

い
ま
し
た
。 

「
心
の
成
長
は
甘
え
と
犯
行
の
繰
り
返 

し
」
で
あ
る
と
の
お
話
で
し
た
。
子
供
の 

そ
の
時
の
事
象
に
対
し
だ
ま
っ
て
耳
を
傾 

け
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
き
、
安
心
感
を 

持
た
せ
て
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
の
こ
と 

子
育
て
中
の
方
々
に
は
、
有
意
義
な
講
演 

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。(

瀧
澤
里
地
振
興 

協
議
会
長) 

                   

真
人 遊

水
地
工
事
説
明
会 

 

 

信
濃
川
真
人
遊
水
地
整
備
工
事
の
２
件 

の
工
事
が
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局 

信
濃
川
河
川
事
務
所
十
日
町
出
張
所
か
ら 

発
注
さ
れ
、
６
月
１６
日(

月)

の
夜
に
発
注 

者
と
工
事
請
負
者
よ
り
工
事
の
説
明
会
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

・
信
濃
川
真
人
遊
水
地
整
備
そ
の
３
工
事 

 

施
工
業
者 

(

株)

加
賀
田
組
新
潟
支
店 

 
河
川
土
工
・
渡
河
施
設
工
・
水
路
工 

 
６
月
２
日
～
R
８
年
３
月
２７
日 

 

現
場
事
務
所 

旧
真
人
住
民
C
内 

 

・
信
濃
川
真
人
遊
水
地
整
備
そ
の
６
工
事 

 

施
工
業
者 
小
柳
建
設(

株) 

 

河
川
土
工
・
護
岸
基
礎
工
・
法
面
護
岸

工
・
護
床
工
他 

 

６
月
１６
日
～
R

8
年
３
月
６
日 

 

現
場
事
務
所 

旧
真
人
中
学
校
跡
地 

 

※
工
事
説
明
用
資
料
は
交
流
館
に
あ
り
ま 

す
の
で
必
要
の
場
合
は
閲
覧
く
だ
さ
い
。 

  

全
部
の
工
事
が
発
注
さ
れ
た
わ
け
で
な 

く
、
複
数
の
工
事
件
数
で
発
注
さ
れ
、
業 

者
間
の
調 

整
並
び
に 

地
域
と
の 

調
整
も
難 

儀
す
る
よ 

う
な
発
注 

形
態
と
な 

っ
て
お
り 

ま
す
。 

今
後
の
状 

況
を
見
守 

り
ま
し
ょ 

う 

 

【
年
度
末
人
口
デ
ー
タ
等
】 

市
内
各
地
区
と
各
地
区
の
町
内
別
人
口 

等
の
デ
ー
タ
を
高
齢
福
祉
係
か
ら
頂
き
ま 

し
た
の
で
、
見
え
る
化
し
ま
し
た
。
紙
面 

                                    

の
都
合
で
分
析
結
果
は
次
号
に
掲
載
予
定 

で
す
。
ま
ず
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
高
齢
化
率
は
2

人
に
1

人
は
高
齢 

者
。
14
歳
以
下
の
人
口
割
合
は
6.1

%
。 

1
人
暮
ら
し
の
世
帯
割
合
は
17

%
。 

                                   

【
編
集
後
記
】 

 

五
月
の
終
わ
り
に
自
分
で
乗
る
も
の
で 

は
な
い
と
思
っ
て
い
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で 

搬
送
さ
れ
て
半
月
ほ
ど
家
を
留
守
に
し
て 

ま
し
た
。
そ
の
間
に
隣
家
の
作
業
小
屋
が 

火
災
で
焼
失
し
、
も
う
少
し
で
帰
る
所
を 

無
く
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
。 

今
年
の
正
月
の
お
み
く
じ
は
大
安
で
し 

た
の
で
、
今
日
も
普
通
に
過
ご
せ
て
い
る 

こ
と
に
ご
利
益
が
あ
っ
た
と
感
謝
で
す
。 

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
改
め
て
お 

祓
い
に
行
き
ま
す
。(

渡
邊) 

５３人 43３人 252人 

49.54% 

全体 

３５３世帯 139人 ６６世帯 

60人 

( 高 齢 者 世 帯 ) 

(芋時町内は旧芋坂と時之島で表示) 


